
■ご挨拶 男女共同参画推進センター副センター長 郡山 千早 （医歯学総合研究科 教授） 

 
 先日、本学の医学科学生を対象としたキャリアデザインの講義で、自分の経験を紹介する機会がありました。臨床医以外にど

んな進路があるのか？とお思いの方もいるかもしれません 。昨年からのコロナ禍の最前線で働いている保健所の所長・職員や、

厚生労働省の医系技官など、行政で働く医師もいれば、私のように大学で研究・教育に携わる者もおり、実は

多様な選択肢があります。講義の際にご一緒させていただいた若手の女性医師の方が、ご自身のライフイベン

トをしっかり人生計画に入れていた話をされ、流れに身を任せるタイプの私としては、大変感心するととも

に、身近で様々なロールモデルを紹介し、次世代を育てる必要性を思った次第です。学生の方もライフイベン

ト期を迎えながら働き続ける場合の課題を、男女問わず共有できたようでした。通常の講義よりも質問があ

り、関心の高さを感じました。 

 これからは、diversity, equity & inclusionの風土を学内でも培っていけるよう、色々な機会において学生も

巻き込んでいけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
９月９日に束村博子先生（名古屋大学副総長：男女共同参画・多様

性担当）を講師にお迎えし、オンラインで開催しました。佐野輝学長

をはじめ役員、教職員、学外関係者等148人が参加しました。 

「大学の活性化戦略としての女性活躍促進～名古屋大学の取り組み

事例も含んで～」の演題で、講師が長年にわたり名古屋大学で大学活

性化戦略としての女性活躍促進に尽力されてこられた経験や研究者と

しての視点から、活用されていない女性の能力を活かす必要性や、女

性活躍は自己実現とやる気につながり幸福度がアップし、個人・組

織・社会がwin-winの関係になる活性化戦略であるとの講話がありまし

た。また、海外経験は恐れるに足らず、語学はしっかりと学んでな

ど、先端型事業の海外派遣に係る研究者へのエンパワーメントメッ

セージもありました。 

講演後のアンケートでは、上位職に女性教員を増やす必要性につい

て、「大変よく理解できた」「どちらかというと理解できた」との回

答割合が99%、上位職に女性教員を増やすことについてどう思うかにつ

いて、「増やすべきだ」「どちらかというと増やすべきだ」との回答

割合が99%、女性活躍が大学活性化につながることについて、「大いに

つながると思う」「どちらかというとつながると思う」との回答割合

が100%だったことからも、「ダイバーシティ研究環境実現イニシア

ティブ先端型/令和２年度選定」の本学のプロジェクト「WiSH PLUS」

や男女共同参画推進に係る更なる積極的な取り組みへの契機となる有

意義な機会となりました。 
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「WiSH PLUS」にオール鹿大で取り組むことで、

女性の上位職、意思決定機関への女性の参画を増

やし、大学の活性化を図ります！ 

  ＊鹿児島大学ホームページに掲載中です。 

■令和３年度男女共同参画トップセミナー 
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■取組紹介 研究支援員制度 

 
 令和３年度は、前期：女性12人男性５人の研究者に対し19人、後期：女性11人男性７人の研究者に対し研究支

援員を22人配置し、生活と仕事の両立を支援しています。前期の制度利用研究者及び研究支援員から成果報告書の

提出がありました。今回は、制度利用についての寄稿を紹介します。 

 長女が7月1日に誕生した。

「お父ちゃん似」と方々で言

われる度に、将来を案じつつ

も、しっかりと育てようとい

う気持ちが強まった。帝王切

開で出産した妻への配慮もあ

り、洗濯や沐浴等、家事・育

児の半分を担当している。こ

のような状態で、本制度で研

究支援者による助力を前期か

ら得たことで、研究や社会貢

献活動等をほぼ十分に継続で

きている。家族との貴重な時

間も確保でき、子中心の生活

ス タ イ ル で 研 究 教 育 を 着 実  

に遂行できる自信も得つつある。 

 

研究支援員については、寄稿者の専門分野「防災」に興味を

持つ学部2年生に依頼した。Adobe Illustratorという、プロの

イラストレーター等が活用するソフトで、避難所施設の設計図

を基に論文用の間取り図等を作成してもらった。当初、不慣れ

で未熟であったが、持ち前の根気強さと素直さで急激に作図技

術のレベルを上げ、研究の一端を確実に補佐できる存在となり

つつある。また、書類の作成や行政関係者との面会等の機会も

付随してあることから、本人曰く「キャリア形成で貴重な経験

を積んでいる」という。 

 

自己実現・キャリア形成を優先して、子を授かる機会を逃し

ている大学関係者は、多いのではないか。また、出産・育児、

介護等は、本人が望まずとも、突然そのようになる場合が多い

だろう。研究者の個人的事情に応じて半期ごとに申請できる本

制度は、大変有難い。 

 

 産休・育休が終われば、仕事に生きがいを感じている妻が職

場に復帰し、私が喜んでより積極的に育児に取り組むだろう。

家族の関係が微妙に変化していく中で、子が一定の年齢に育つ

まで本制度にお世話になりたく、今後も本制度の存続を望む。 

 
     

                                

研究支援員の従事の様子 

■学系の取組紹介 

  獣医学系における男女共同参画に関する取組について 

三好 宣彰 （獣医学系男女共同参画担当責任者・共同獣医学部副学部長） 

 
 共同獣医学部獣医学科の学生の約40％を女子学生が占めていて、卒業後には伴侶動物の民間動物病

院の勤務獣医師や地方自治体の獣医職技術者として活躍しています。獣医学系の教員における女性の割

合は20％未満とまだまだ少ないのですが、附属動物病院においては動物看護師や受付事務員などを含め

て女性教職員が50％を超える構成になっています。本学はハラスメント防止にも積極的に取り組んでい

ますので、附属動物病院の女性教職員や女性獣医師が働きやすくキャリアアップにつながるような職場

環境を今以上に整備して、さらに就職希望者が増えるように努めます。 

 

 また、獣医学系は令和７年度までに女性の研究者採用割合30%を目標としていますので、女性研究者の優先的な教員採用だ

けでなく、「鹿児島大学研究教授及び研究准教授の称号の付与」の制度(*)を明記して公募することにしています。さらに、男

女問わず育児や介護の際にも、無理なく継続して勤務ができる体制を整備する必要があるので、在宅での対応を可能とするハイ

ブリッド会議、オンライン授業、オンデマンド授業、学生とのオンラインミーティング、事務作業へのソフトウェアロボット

(RPA)の導入等のDXによる業務の効率化により、個々の教職員に時間的な余裕を生じさせるなど、本年度中に共同獣医学部男

女共同参画推進委員会を設置して、男女共同参画への対策を様々な方面に提案しながら推進していきます。 

 
 
(*)鹿児島大学研究教授・准教授制度：文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）/

令和２年度選定」の事業における取組のひとつ。女性研究者のリーダーシップを培うことを目的として令和３年度に創設された制度。 
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           研究支援員制度を利用して        共通教育センター 教授 
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岩 永 朋 子 助教 （獣医学系 共同獣医学部附属動物病院 ）             
  

2000年  3月 日本獣医畜産大学（現日本獣医生命科学大学）獣医学科卒業     

2000年  4月 獣医師免許取得 都内動物病院へ勤務 

2005年12月 東京女子医科大学心臓血管外科実験助手 

2010年  4月 鹿児島大学農学部附属動物病院研修医 

2013年  4月 鹿児島大学共同獣医学部附属動物病院特任助教 

2018年  9月～2019年 4月  

       Cornell University College of Veterinary Medicine留学 

2019年  9月 鹿児島大学共同獣医学部附属動物病院助教 

2021年  9月 山口大学連合獣医学研究科博士号（獣医学）取得 

 

★現在の研究テーマについて教えてください。 
 

 私の研究テーマは血液凝固です。体の中では出血すると、止

血するために血液凝固機能が活性化して血栓が形成されますが

過剰な血栓は速やかに溶解されます（線溶）。この凝固と線溶

のバランスにより血液は体内を循環できます。動物種によって

血液凝固機能は異なり、病態も異なります。例えば循環器疾患

の合併症である血栓症は人と猫では問題となりますが、犬では

ほとんど発症しません。また動物は発症しても自覚症状を言葉

で伝えられないため、早期発見が難しいです。病態解明や早期

診断治療を目指して血液凝固に関する研究を行っています。 
 

★研究者を目指した理由や、 
 研究者としてのやりがいなどを教えてください。 
 
 普段は附属動物病院で犬猫の循環器および内科診療を行っ

ています。特に血液凝固異常疾患は、死亡率が高い病気の一

つです。臨床での問題を解決するために研究を行い、獣医療

をより充実させたいと考えています。実は大学に入る前は生

物系の研究者にあこがれていましたが、「研究者は実力がな

いときっと仕事として難しいし、技術があれば、とりあえず

経済的に安定できる」と思い、獣医学部へ入学しました。不

純な動機で獣医師になりましたが、獣医学部では、色々な動

物と向き合い、その違いを学ぶ面白さを学びました。今でも

医学部など他分野の先生方からは、動物種による病態の違い

が獣医学部独特の視点を生み出していることを教えて頂くこ

とが多くあります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
★苦労話やその解決法などを教えてください。 
  
 臨床もしているので、急に時間に追われてしまうことがあり

ます。この様な時は焦ってしまい考えがまとまらなくなります

が、ジョギングをしながら考えを整理するようにしています。 
  

★日頃のモットーを教えてください。 
  
 「継続は力なり」 
 地道に一歩ずつの積み重ねが大切だと思っています。 

  

★これから研究者を目指そうとする人へのメッセージ 
  

 私は現職に就くまでに遠回りをしたため、

留学や学位取得は年齢的に遅くなりました。

特に留学は年齢的にも難しいとあきらめてい

ましたが、共同研究をしていたコーネル大学

で臨床研究をすることが決まり、そのタイミ

ングで短期留学研修のチャンスを頂けたの

で、思い切って（夫を日本に残して）単身、

コーネル大学へ行きました。英語もままなら

ず、初めは困ることも多かったですが、今ま

で培った経験は人とのコミュニケーションや

研究のディスカッションに大いに役に立ちま

した。留学することで、研究は大きく前進

し、学位取得へもつながることができました

し、海外の文化や社会を深く知ることがで

き、異分野の人や様々な国の人々と出会え

て、特に多様性が鍛えられたことが大きかっ

たです。思い通りとはいきませんが、どんな

事でも将来への投資だと思います。そして

チャンスが来た時は思い切って飛び込んでみるのもいいのでは

ないでしょうか。年齢やライフイベントは「何か」をあきらめ

る理由になりがちです

が、最終的には「何が

したいか」が大切で、

そこに向かっていると

周りもサポートしてく

れますし、色々なチャ

ンスも巡ってくると思

います。 

Equitably empowering all individuals to grow and shine  

コーネル大学シン
ボルのマグロウ 
クロックタワー 

コーネル大学獣医学部 

鹿児島大学は、女性研究者比率の増加を目標に掲げ、ダイバーシティ研究環境整
備に取り組んでいます。本誌では、次世代へのロールモデルとして、また、今後

の活躍に期待して、本学で研究している女性研究者を紹介しています。 

猫の心臓超音波図：心臓病でできた血栓 



Newsletter Vol.30_4 

 鹿児島大学は平成22年に次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画に係る「子育てサポート企業」

として厚生労働省の認定を受けた証として「くるみんマーク」を取得後、平成26年に鹿児島県「子育て応援企業」

に登録、そして「くるみんマーク」を再取得するなどして育児期の教職員への支援等を継続しています。 

   また、女性活躍推進法に係る一般事業主行動計画（平成２８～令和２年度）においては、男性の育児休業取得者

数の数値目標を達成するなどして取り組んできました。 

 

 来年４月から「育児・介護休業法」改正により、事業主は男女とも仕事と育児を両立できるように、産後パパ育

休制度（出生時育児休業制度）の創設や雇用環境整備、個別周知・意向確認の措置の義務化などに取り組むことに

なります。産後パパ育休制度は、女性の産後休暇に相当するもので分割取得も可能、かつ、従来の育児休業とは別

枠となります。また、従来の育児休業も２回まで分割取得できることから、各家庭の状況に応じた柔軟な計画・取

得が可能となります。そこで、本学の男性の育児休業取得促進、男性の意識改革、職場の理解促進につなげるため

に１．男性の育児休業取得経験者、２．取得者の上司、３．管理職の経験談等を紹介します。 

 

１．男性の育児休業取得経験談（インタビュー）   

  上村 昇一郎さん（総務部人事課福利厚生係）  

 
Q育児休業取得の理由を教えてください。 
 自分の希望の割合が一番大きかったで

す。第２子（長男）が出生したときに妻が

産前産後の体調の変化と第1子（長女）の育

児の同時対応により育児に疲れ果てていた

ので、今回（第３子）は私が出産前後の育

児に参加することは必須だと思いました。

また、新型コロナの影響で親族の手伝いも

期待できなかったため、私自身が育児に参

加する必要もありました。 
 
 
Q取得回数、直近の取得は何人目の
お子様ですか？ 
また、取得期間はどれくらいですか？ 
 前回（第２子・長男）の取得期間は1週間でした。今回は3人目の子ど

も（次男）についての育児休暇で、家庭と仕事の状況を考慮して１か月

取得させていただくことにしました。 
 
 
Q育児・家事はどのようなことをしましたか？ 
その経験から気づいたことがあれば教えてください。 

 朝食・夕食の準備、掃除、長女（５歳）と長男（３歳）の幼稚園の送

迎、ゴミ出し、出産関係の手続きなどを

しました。出産後、妻を休ませるために

自分がメインになって動かないといけま

せんでした。いつも家事をメインでこな

してくれる妻の立場を自分の身で理解で

きました。平日は１４時になって幼稚園

から長男と長女が帰宅すると、てんやわ

んやの大騒ぎです。休日も子どもたちと

ずっと一緒に過ごしました。確かに子ど

もたちはかわいいのですが、３人目の新

生児の２４時間の世話、上の子供たちへ

の対応は、正直なところ、一人では無理

だと思いました。「妻はいつもこんな大

変な思いをしているのだな」と妻の普段

の育児の苦労に感謝し、妻の子どもたち

をマネジメントする能力の高さに感心しました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
Q育児休業取得に際して、取得前及び職場復帰後のあなた
の周りの職場の理解や協力についてどのように感じています
か？ 
 係長と他の係のメンバーに育児休暇取得についてお願いしたところ、

快くOKをいただけて、とても有難かったです。前回は１週間でしたが

今回は１か月も長い間育児休業を取得させていただいて、私が抜けた分

のしわ寄せをカバーしていただいたことに深く感謝しています。出産し

た時も皆さんから祝福していただけて、嬉しかったです。 

 今後、休業取得者が出てきたときには、本人が心置きなく育児等に専

念できるよう、自分もカバーしていきたいと思います。 

 
 
Q生活と仕事の両立について意識していることがあれば教え
てください。 
 なるべく早く帰宅して子どもと一緒の時間をなるべく長くとるように

しています。育児休業中に小さな年齢の子供や妻との向き合いや育児・

家事経験をしたからこそ、今は前より家族と上手に付き合えるようにな

れたので、３人の育児で疲れている妻が少しでもほっとできる時間を作

れるようにしたいです。 

 
 
Qこれから子供を持つ予定の方にメッセージをいただきたい
です。 
 赤ちゃんの顔や表情が日々変化して

いく様子を見るのは感動でした。子ど

もたちの成長は早いので子どもと一緒

に過ごせる時間には賞味期限がありま

す。今回の育休中はなるべく子どもと

過ごす時間を大切にしようと意識して

過ごしました。 
 育児休業を取得するメリットは単純

にパートナーの労力を軽減させるだけ

ではないと感じます。パートナーと出

産前後の貴重な時間を一緒に過ごすこ

とで、お互いをより深く理解し、以前

よりも家族のきずなが深まります。私

も妻と互いに理解が深まって、お互い

の家事の連携も上手になりました。家

族との時間を大切にすれば育休取得後

の家庭の雰囲気が以前よりさらに良く

なりました。おかげで仕事にもさらに集中して打ち込めています。もし

育児休業の取得を検討されているのであれば、取得されるのをおすすめ

いたします。 
 

一人ひとりが伸びやかに  自分らしく輝くために  
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 男性の育児休業取得について国が行った意識調査では、職場での取得の雰囲気が大きな影響を及ぼしている

ことの報告がなされています。職場でもプライベートな部分が話せる雰囲気があること、業務のチームプレー

の在り方により、性別に関わらず育児休業制度を利用しやすくなります。そして、そのことは、他のライフイ

ベント期の制度活用にもつながるため、安心安全な職場や個々のウェルビーイングにつながります。 

 
Ｑ部下の育児休業取得についてどのように考えていますか？ 
 男性が育児休業を取得する場合の利点は、「家事や育児の負

担を分散すること」を一番に考えがちですが、「最高にかわい

い時期の成長をそばで見ることができる」ことの方が大きいよ

うに感じます。絶賛反抗期中の娘を持つ父親から言わせてもら

うと、新生児期・乳児期の赤ちゃんは、まさに天使です。ミル

クの甘い匂いが漂う天使と一緒に過ごせる時間は、何ものにも

代えがたい時間であると自信をもって言えます。  
  
 今回、育児休業を取得した職員は、出産予

定日のずいぶん前に育児休業の取得を私に相談

し、担当している業務の手順書を準備していま

した。時間的な余裕をもって相談してもらえた

ことで、私は引継ぎ等を計画的に準備すること

ができ、また、手順書は代わりに業務を行う上で大いに役立ち

ました。彼の配慮は、一緒に働く仲間として、とてもありがた

かったです。 
 
Ｑ育児中の部下へのエールをお願いします。 
 忙しい毎日を送っていると、自分の中で大変なことばかりに

意識がいきがちですが、育児は大変な反面、幸せな時間でもあ

ります。子どもと過ごす生活を楽しむ気持ちを忘れずに、頑張

りすぎないようにしてください。 
 

 
Ｑ育児休業を取得している間の係としての業務について工
夫したことがあれば教えてください。 
 係で話し合ったところ、育児休暇を取得する時期は、比較的

業務の落ち着いている時期だったので 、係内で業務を分担し

て対応することにしました。忙しい時はメンバー同士で声を掛

け合う等、意識してコミュニケーションを図ることで業務時間

に偏りがでないよう、またチームの育児中等のプライベートの

状況も必要に応じて共有するよう努めました。  
 
Ｑ係長としてのワークライフバランスの考え方を教えてくださ
い。 
 当課ではワーク・ライフ・バランスへの取組みとして、「超

過勤務の縮減に関すること」を全員が必ず設定する目標として

掲げ、取り組んでいます。 
   係では、業務効率化の取組みとして、マニュアルの整備・更

新や担当業務のローテーションを行い、業務負荷が高い時に助

け合える環境作りに取り組んでいます。 

 

私には、現在、大学４年生、高校卒業後浪人中、小学６年生

の３人の子どもがいます。 

 結果として、20年以上の子育て期間中に、自分と妻のキャリ

ア形成ではいろいろなことがありました。 

第１子を授かったことが、家族とどのように過ごしたいかを

考えるきっかけになりました。というのも、自身の前職は土日

の休みがなかったからです。そこで、大学職員であった妻と話

し合い、仕事を辞め、国家公務員試験を受験することにしまし

た。結果待ちまでの４か月間は無職でしたが、育児に専念する

ことができました。その経験は、男性の育児参加の必要性を実

感できたものでしたが、共働きとなると、自分に余裕がなく

なったことも事実です。それもあり、妻は、長男小２、長女年

中のとき、ワークライフバランスをうまくとることができず、

退職した経験があります。妻にとっては苦しい決断だったと思

います。ただ、主婦となった妻は、自分の生き方を捉えなお

し、資格取得の勉強をしながら子育てする日々を過ごしまし

た。資格取得後、約10年のブランクを経て、再び大学職員とし

て採用になり働いています。ただ、第２子が生まれたころは、

女性は育児休業を普通に取得する環境でしたが、男性が取得す

ることは一般的ではなく、私も取得しませんでした。そこに

は、性別役割分担意識があったと反省しています。数年前から 

 

再び共働きとなってから、20年前と比べると手厚くなった育児

支援制度を夫婦で活用して、仕事と生活のバランスをとるよう

にしています。もちろん、子供の成長とともに子供自身の家事

力もつき、助けられている面もあります。 

  

 来年４月からは、男性も育児休業を取得しやすい環境となり

ます。制度は活用されてはじめて意味を持つものです。ぜひ該

当する男性は取得してほしいと思います。そのために、管理す

る立場の者は、制度の趣旨をしっかり理解し、周囲の協力体制

のある雰囲気作りを必要不可欠として、バックアップしていき

たいものです。そして、取得者には育児経験

でパワーアップして復帰し、それ以降も、家

事・育児に参画して仕事と生活を両立してほ

しいと思います。最後に、取得は当たり前と

いう風土になることが働きやすい環境です

が、感謝の気持ちは忘れずにいたいもので

す。その気持ちは周りに伝わり、またいつか

誰かが取得したときにも生かされると思います。  

２．育児休業取得者の上司の経験談（インタビュー） 堀之内 信介さん（総務部人事課福利厚生係長） 

３．管理職の経験談  平野 謙一郎さん（医歯学総合研究科総務課長） 

Equitably empowering all individuals to grow and shine  



WiSH PLUS 令和３年度の取組 
 
・研究教授・研究准教授制度の創設 
 
・海外派遣支援事業の創設・開始（女性枠・若手枠） 
 
・国際交流助成事業の創設・開始 
 
・国際共同研究促進事業の創設・開始 
 
・学外アドバイザー制度の実施 
 
・研究力向上支援の実施 
 
・女性・若手大型種目チャレンジ支援事業の実施 
 
・異分野融合研究プロジェクト創出研究助成事業の実施 
 
・男女共同参画トップセミナー開催、キャラバン実施 
 
・女性・若手研究者国際シンポジウム開催 

 
＜今後の予定＞ 
 
・学長と女性教職員との懇談会 11月26日 
 
・女性リーダー育成セミナー  12月７日 
   （＊事務系職員対象） 

 
・共通教育科目「身の周りの男女共同参画」開講中 
 
・WiSH PLUSキャラバン（各学系長等との懇談）年内 
 
・出前授業「研究者への道」  12月16日 
  農学部 加治屋勝子講師・鹿児島県立曽於高校 
 

・大学入学テスト時保育支援   １月15・16日 

     追試験時保育支援   １月29・30日 

 

第12回九州・沖縄アイランド女性研究者支援シンポジウム in 熊本 
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■連携の取組紹介  

 鹿児島県内大学等男女共同参画連携会議  
   ８月５日にオンラインで開催し、県内６大学、４短期大学、

１高等専門学校及び鹿児島県男女共同参画局の全参加機関担当

者23人の出席（陪席者含）がありました。会議では、事務局校

である本学、越塩 俊介理事副学長（総務担

当）からの開会の挨拶に続き、１部では取

組紹介として、高等教育機関の担当者から

取組のグッドプラクティスの紹介と、奥 一

彦男女共同参画局長（写真）より、「かご

しまジェンダー平等推進プロジェクト事

業」の施策等の説明があり、各機関の今後の取り組みへの参考

や鹿児島県の事業活用につながる機会となりました。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 ２部の意見交換では、本学男女共同参画推進センター副セン

ター長の原田いづみ法文学部教授から、男女格差で最も解消す

る必要のある経済力について、「高等教育機関におけるジェン

ダー視点」と題して、男女の賃金格差や母子世帯の現状等から

の男女の経済格差がもたらす逸失利益（３歳の男女の死亡、後

遺障害が生じた場合の得べかりし利益）の視点の必要について

提言がなされ、各機関担当者から「経済格差の及ぼす影響に気

づく機会となった.。」「高等教育の重要性は最もであるが、女

性の意識を変えるためには小さいころからの教育が重要である

と思う。」「女性の意識についてはこれまでの価値観を崩して

いく必要性を感じる。」「賃金格差は性別役割分担意識から生

じている、一人ひとりが気づく必要がある。」「貧困家庭への

高等教育機会の提供について考えたい。」「専門性を身に着け

ることは自立に必要。」等の感想や意見が述べられました。 

 出産等で離職する女性の再就職の際の非正規雇用率は高く、

更にコロナ禍による離職率も女性の方が多くなっています。性

別に関わらず非正規での働き方や離職については考えていかな

ければなりませんが、出産については女性だけの経験です。そ

れがキャリア形成における経済的マイナスインセンティブにな

らないような意識醸成が必要であり、高等教育機関として、

ジェンダーニュートラルな教育や職場環境整備に、これまで以

上に取り組んでいく必要があることの認識を新たにした機会と

なりました。 
 

＊本会議は平成２９年に設置、情報共有の機会として年１~２回程度開

催することとしている。今回は４回目の会議。  

 「ダイバーシティ推進に向けた大学からの発信ー戦略から実践

へー」のテーマのもと、熊本大学が主催して、９月17日にオン

ラインで開催されました。 

 小川 久雄熊本大学長の開会挨拶、熊本県からの挨拶に続き、

第１部では林 香里東京大学理事・副学長からの基調講演「東京

大学と女性“インインクルーシブなキャンパス”を考える」

と、「九 州・沖 縄 14 大 学 学 長 か ら の ビ デ オ メ ッ セ ー ジ -
14Visions-」として、女性研究者の上位職登用を実現するため

の目標や戦略についての学長メッセージの発信がありました。 

 

 第２部は「女性研究者の上位職登用を実現する大学マネジメ

ント」のテーマのもと、14大学の理事・副学長による意見交換

会があり、本学越塩 俊介理事・副学長からは、『ダイバーシ

ティ研究環境実現イニシアティブ先端型事業「WiSH PLUS」に

大学一丸となって取り組み、上位職や意思決定機関に女性を増

やしていくため、部局長との懇談会として実施する「WiSH 
PLUSキャラバン」で女性の採用・登用等への理解促進を図りた

い。』とコメントしました。 

 シンポジウム総括では、科学技術振

興機構の山村康子プログラム主管か

ら、九州・沖縄の女性研究者支援の在

り方はモデルケースとの評価もあり、

今後もネットワークを活かして男女共

同参画・ダイバーシティ社会の実現に

向けて各機関が取組を推進をすべく、

Q-wea宣言２０２１in Kumamotoが

参加者一同の賛同で採択され、前田ひ

とみ熊本大学副学長の閉会挨拶で閉幕

しました。 

＊九州・沖縄の14機関が参加している九州・沖縄アイランド女性研究者支援

ネットワーク（愛称Q-wea）は、参加機関の持ち回りでのシンポジウムを開催し

ている。 

＊Q-wea参加機関（五十音順） 
 大分大学、沖縄科学技術大学院大学、鹿児島大学、九州大学、 

 九州工業大学、九州産業大学、熊本大学、久留米大学、佐賀大学、  
 長崎大学、福岡大学、福岡女子大学、宮崎大学、琉球大学 

  

 第２部会場の様子 
 
  熊本大学提供 

奥 一彦 男女共同参画局長 


